
 

令
和
５
年
度
に
策
定
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き

様
々
な
施
策
を
実
施
す
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

応
じ
た
手
続
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
生
成
Ａ
Ｉ
や
メ
タ

バ
ー
ス
と
い
っ
た
最
先
端
技
術
を
庁
内
業
務
や
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
研
究
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
に
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

 

災
害
時
の
地
域
の
情
報
収
集
、
初
期
消
火
、
避
難
誘

導
、
救
護
等
を
行
う
活
動
班

と
、
そ
れ
を
束
ね
る
自
主
防

災
本
部
の
立
ち
上
げ
は
、
災

害
時
に
お
い
て
非
常
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
自
主

防
災
本
部
の
立
ち
上
げ
訓
練

や
、
活
動
班
ご
と
の
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）

 

運
営
や
管
理
に
つ
い
て
は
、責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
、

適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
く
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
今
後

の
管
理
規
約
の
検

討
に
際
し
て
は
、
市

が
取
得
す
る
市
営

駐
車
場
と
し
て
管

理
す
る
部
分
な
ど

も
あ
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
協
議

を
行
い
、
適
切
な
管

理
規
約
と
な
る
よ

う
努
め
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

竣
工
後
の
運
営
主
体
の
収
支
予
想
は
三
島
市
の
手
元
に

存
在
す
る
の
か
。

本
間
　
雄
次
郎

（
維
新
と
無
所
属
の
会
）

 

住
宅
部
分
以
外
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
運
営
を
前
提

に
し
て
い
る
た
め
、
床
を
取
得
し
た
事
業
者
の
民
間
活
動
と

な
る
。
市
は
、
竣
工
後
の
民
間
事
業
者
の
経
営
計
画
等
を
持

ち
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
公
表
す
る
立
場
に
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

三
島
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
状
況
は

ゾ
ー
ン
30
・
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
取
り
組
み
の
促
進

養
護
老
人
ホ
ー
ム
佐
野
楽
寿
寮
の
今
後
の
在
り
方

 

入
所
者
数
減
少
に
加
え
、
年
間
約
1
億
円
の
運
営
費
を

要
す
る
佐
野
楽
寿
寮
に
つ
い
て
、
今
後
の
在
り
方
を
見
直
す

タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

 

令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
の
入
所
者
数
が
10
名
と
な

り
、
5
月
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
佐

野
楽
寿
寮
の
あ
り
方
庁
内
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
第
１
回
目
の
会

議
を
開
催
し
た
。

　

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
し
、
そ
の
後
、
有
識
者
等

に
よ
る
検
討
委
員
会
も
立
ち
上
げ

て
い
き
た
い
。

 

現
状
で
は
、
自
動
運
転
バ
ス
は
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の

で
は
な
い
が
、
将
来
を
見
据
え
、
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

た
社
会
実
験
の
実
現
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
や
事
業
者
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
運
転
だ
け
で
な
く
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
の
検
討
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

西
間
門
新
谷
線
建
設
事
業
お
よ
び
沿
線
開
発

 

西
間
門
新
谷
線
と
交
差
す
る
市
道
新
谷
18
号
線
接
合
部

に
、
信
号
取
り
付
け
の
要
望
が
市
民
か
ら
出
て
い
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

 

西
間
門
新
谷
線
は
、
将
来

の
予
測
交
通
量
を
踏
ま
え
、
設

計
速
度
60
㎞
の
４
車
線
道
路
と

し
て
計
画
し
て
い
る
。
交
差
す

る
市
道
新
谷
18
号
線
は
、
南
北

を
結
ぶ
基
幹
的
な
農
道
と
し
て

整
備
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
通

過
す
る
低
速
な
農
耕
車
両
や
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
警

察
へ
信
号
機
の
設
置
を
要
望
す

る
。

三
島
市
に
お
け
る
自
動
運
転
バ
ス
導
入

 

自
動
運
転
バ
ス
は
、
人
的
コ
ス
ト
削
減
・
市
民
の
利
便

性
向
上
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現
在
・
近
未
来
の

実
装
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

防
災
対
策
に
お
け
る
共
助
の
強
化
の
方
向
性

 

初
動
対
応
が
重
要
と
な
る
自
主
防
災
本
部
の
立
ち
上
げ

や
初
期
消
火
、
救
出
救
助
な
ど
班
別
の
自
主
防
災
活
動
訓
練

の
必
要
性
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

 

三
島
市
で
は
自
主
防
災
組
織
事
務
説
明
会
等
で
地
区
防

災
計
画
作
成
の
周
知
を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
8
地
区
が

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
地
区
防
災
計
画
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
防
災
活
動
の
基
盤
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
将
来
的

に
は
全
て
の
自
主
防
災
組
織
で
の
計
画
作
成
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

各
自
治
会
が
つ
く
る
地
区
防
災
計
画
の
現
状
と
今
後

 

三
島
市
地
域
防
災
計
画
に
正
式
に
位
置
付
け
ら
れ
る
地

区
防
災
計
画
だ
が
、
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
い
つ
ま
で
に

ど
こ
ま
で
の
策
定
を
目
指
す
の
か
伺
う
。

 

各
団
体
が
同
様
の

課
題
を
認
識
さ
れ
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
の

で
、
三
島
市
自
治
会
連

合
会
の
山
車
委
員
会
に

お
い
て
、
し
ゃ
ぎ
り
の

継
承
、
人
材
の
育
成
等

の
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
、段
階
的
に
、そ
の
他
の
団
体
と
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
、

行
政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

大
場
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
現
状
と
課
題

 

中
郷
地
域
の
発
展
を
願
う
市
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
、
三
島
市
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
も
称
さ
れ
て
い

る
本
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

 

大
場
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
積

極
的
な
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
令
和
５
年
４
月
17
日
に
三

島
市
大
場
地
区
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
業
務

代
行
予
定
者
を
選
定
し
、
令
和
７
年
度
の
市
街
化
区
域
編
入

を
目
指
し
て
い
く
。

し
ゃ
ぎ
り
（
三
島
囃
子
）
の
継
承
・
育
成
・
発
展

 

三
島
が
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
し
ゃ
ぎ
り
を
継
承
、
育

成
、
発
展
さ
せ
、
観
光
誘
客
に
繋
げ
る
た
め
、
全
演
奏
団
体

が
集
ま
る
し
ゃ
ぎ
り
協
議
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
を

 

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
利
用
時
の
訪
問
看
護
費
用
や

通
院
・
通
所
・
通
学
交
通
費
の
助
成
を
他
市
町
で
実
施
し
て

い
る
が
、
当
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

 

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
へ

の
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
実
態
を

把
握
し
て
い
く
中
で
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
支
援
体
制
の
整
備
と
併
せ
、

今
後
、
他
市
町
の
状
況
等
を
情
報
収

集
、
確
認
す
る
中
で
、
調
査
・
研
究
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

再
開
発
組
合
は
※
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
等
を
活
用

し
事
業
収
支
の
精
査
を
行
っ
て
い
る
。
当
該
補

助
メ
ニ
ュ
ー
は
、
工
事
費
高
騰
に
よ
る
事
業
停

滞
等
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
事
業

収
支
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、
工
事
費
高
騰

に
伴
う
事
業
計
画
の
変
更
を
見
据
え
た
上
で
活

用
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
お
け
る
工
事
費

 

再
開
発
組
合
は
工
事
費
高
騰
へ
の
支
援
の
た
め
の
国
の

補
助
金
活
用
を
検
討
し
て
い
る
が
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
点
で

ど
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

宮
下
　
知
朗

（
新
未
来
21
）

ス
マ
ー
ト
市
役
所
実
現
に
向
け
た
今
後
の
進
め
方
は

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
や
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
た
め
、
よ
り
積
極
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
を
期
待
す
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

所
有
者
、
管
理
者
が
大
変
複
雑
に
入
り
混
じ
る
事
業
だ

が
、
将
来
、
建
物
の
老
朽
化
や
経
営
不
振
等
が
生
じ
る
こ
と

を
市
は
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

※ＥＣＩ方式とは…プロジェクト
の設計段階から施工者の技術
力を設計内容に反映させ、コス
ト縮減や工期短縮を目的とす
る契約方式。
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